
─ 11 ─

岩手県 フリーデングループ飼料米利活用推進協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

（株）フリーデン大東農場、いわい東農業協同組合、北
日本くみあい飼料（株）、上摺沢飼料米生産組合、渋民
営農組合、おきた営農組合、猿沢南部営農班、個人耕種
農家（2名）
オブザーバー・一関市、（独）畜産草地研究所

供試品種

ふくひびき　20.5ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、生産者は概ね50a規模
以上の農家・組織に限定した栽培。
◆収穫物はライスセンターに全量集荷
◆ＪＡ倉庫から北日本くみあい飼料石巻工場までの移送
は、飼料会社の手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に15％配合。肥育豚に対して
肥育後期飼料として、出荷前60日間給与。

調査項目：○増体重･･･≒1,000g／日
○飼料摂取量･･･約3kg／日
○一般臨床所見･･･特に無し
○枝肉調査･･･豚の肥育飼料にトウモロコシ

の代わりに飼料米を給与して
も、同じ発育ならびに枝成績
が得られる。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
◆飼料用米解説のパンフレット作成（参照：①）
◆イベント会場で使用する飼料用米解説パネルの作成
（参照：②）
◆飼料用米使用豚肉の名称公募⇒やまと豚米（まい）ら
ぶ（参照：③）
◆飼料用米給与豚の試食会　等（参照：④）

飼料用米生産面積

20.5ha 取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■北日本くみあい飼料石巻工場までの移送は、事故もなく
実施できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、刈り取り
時期の区分が必要と思われます。
■一年を通じての供給となることから、夏場の保管管理の
徹底が必要だと思われます。例えば、低温保管を行うこ
とが有効だと思われました。
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
そのためには、専用倉庫を整備する必要があると思われ
ました。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料米玄米入りの飼料を給与しても、発育に差はありま
せんでした。
■若干、玄米入りの濃厚飼料の方が、豚の喰いが好ましい
ようです。
■脂肪色がやや白くなりました。
■相対的にオレイン酸が高くなり、リノール酸がやや低下
しました。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■消費者は、ポップや冊子などのＰＲ媒体を用いて精肉コ
ーナーで「飼料用米」というものがあることや、飼料米
給与の国産豚肉への安全・安心感、飼料自給率を含む国


